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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第65期　　　　　　　　第３四
半期　　　　　連結累計期間

第65期　　　　　　　第３四半
期　　　　　連結会計期間

第64期

会計期間
自　平成22年10月１日至
　平成23年６月30日

自　平成23年４月１日至
　平成23年６月30日

自　平成21年10月１日
至　平成22年９月30日

売上高 (千円) 36,186,092 12,849,900 47,463,079

経常利益 (千円) 2,038,783 764,728 2,084,512

四半期(当期)純利益 (千円) 1,090,534 430,805 814,650

純資産額 (千円) ― 11,423,635 10,445,651

総資産額 (千円) ― 22,406,694 22,230,919

１株当たり純資産額 (円) ― 968.47 885.74

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 95.03 37.54 70.98

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 49.60 45.72

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 382,445 ― 831,631

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △44,669 ― △82,332

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △845,106 ― △583,826

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,555,938 2,079,209

従業員数 (名) ― 235 233

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　 ２ 「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」は潜在株式がないため記載しておりません。

　　 ３ 第65期第３四半期連結累計(会計)期間は、四半期報告制度の適用初年度であるため、前年同四半期の主要

　　　　　な経営指標等については記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年６月30日現在

従業員数(名) 235(35)

(注)  １　従業員は就業人員数を記載しております。

　　  ２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員数であります。

　　

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年６月30日現在

従業員数(名) 152(19)

(注)  １　従業員は就業人員数を記載しております。

　　  ２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【販売の状況】

　「４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(１)業績の状況」および「第　　

　５経理の状況　１ 四半期連結財務諸表　注記事項(セグメント情報等)」を参照願います。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当社では、第64期第３四半期連結会計期間において、四半期連結財務諸表を作成していないため、

　前年同四半期の比較増減につきましては、記載しておりません。

　

(１)　業績の状況

　　　当第３四半期連結会計期間のわが国経済は、東日本大震災による１次的被害及びサプライチ

　　　ェーンの寸断や電力不足といった２次的な被害を受け期間前半は大きく落ち込みました。その

　　　後復旧が進むにつれ徐々に回復し最悪期は脱しましたが、期間を通しては低調に推移しまし

　　　た。

　　　　このような環境下、三洋貿易グループの当第３四半期連結会計期間の売上高は12,849百万円

　　　となり、グループ全体としては順調に推移しました。利益面につきましては、営業利益は725

　　　百万円、経常利益は764百万円となり、税金等調整前四半期純利益は764百万円、四半期純利益

　　　は430百万円となりました。

　

　　　　セグメントの業績は次の通りです。

　　　①ゴム・化学品

　　　　ゴム関連商品・化学品関連商品は主力商品が好調で、国内・輸出入とも順調に推移しまし

　　　た。この結果、売上高は6,440百万円、営業利益は371百万円となりました。

　　　②機械資材

　　　　自動車部品関連は東日本大震災の影響を受け大きく落ち込みました。同じく震災の影響を受

　　　けた粉体機械関連、科学機器関連はやや低調に推移しましたが、接着剤関連は好調でした。こ

　　　の結果、売上高は1,551百万円、営業利益は124百万円となりました。

　　　③海外現地法人

　　　　Sanyo Corporation of America、三洋物産貿易(上海)有限公司、San-Thap International 

      Co., Ltd.とも順調に推移しました。この結果、売上高は2,262百万円、営業利益は85百万円と

　　　なりました。

　　　④国内子会社

　　　　アロマン㈱、コスモス商事㈱は好調に推移しましたが、㈱ケムインターは平調でした。この

　　　結果、売上高は2,529百万円、営業利益は202百万円となりました。

　　　⑤その他

　　　　当第３四半期連結会計期間の売上高は65百万円、営業利益は44百万円となりました。
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(２)　財政状態の分析

　　　　総資産は、現金及び預金やたな卸資産の減少がありましたが、売上債権の増加等により、

　　　22,406百万円となり、前連結会計年度末に比べ175百万円増加しました。

　　　　負債は、借入金の減少等により、10,983百万円となり、前連結会計年度末に比べ802百万円

　　　減少しました。

　　　　純資産は、利益剰余金の増加等により、11,423百万円となり、前連結会計年度末に比べ977　

　　　百万円増加しました。

　

(３)　キャッシュ・フローの状況の分析

　　　　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は、第２四半期連結会計期間

　　　末に比べ387百万円減少し、1,555百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれら

　　　の主な要因は次のとおりであります。

 

　　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、115百万円の支

　　　出となりました。これは税金等調整前四半期純利益の計上があったものの、売上債権の増加及

　　　び法人税等の支払があったこと等によるものです。

　　　

　　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、５百万円の支出

　　　となりました。これは有形固定資産及び投資有価証券の取得による支出があったこと等による

　　　ものです。

 

　　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第３四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、277百万円の支

　　　出となりました。これは短期借入金の純減があったこと等によるものです。

 

(４)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

　　　び新たに生じた課題はありません。

 

(５)　研究開発活動

　　　　該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、特記すべき事項はありません。

　

　

EDINET提出書類

三洋貿易株式会社(E02548)

四半期報告書

 6/23



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,774,854同左 該当はありません。 (注)　１、２

計 12,774,854同左 ― ―

(注)  １　単元株式数は1,000株であります。

　　  ２　株式の譲渡制限に関する規定は次の通りであります。

　　当社の発行する全部の株式について、会社法第107条第１項第１号に定める内容(いわゆる譲渡制限)を定め　

　　ており、当該株式の譲渡又は取得について取締役会の承認を要する旨を定款第７条において定めておりま

　　す。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 ― 12,774,854 ― 638,742 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 ― (注)１

1,299,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

11,391 同上
11,391,000

単元未満株式
普通株式

― (注)１、２
84,854

発行済株式総数 12,774,854― ―

総株主の議決権 ― 11,391 ―

(注)  １　株式の譲渡制限に関する規定は次の通りであります。

　　当社の発行する全部の株式について、会社法第107条第１項第１号に定める内容(いわゆる譲渡制限)を定め　

　　ており、当該株式の譲渡又は取得について取締役会の承認を要する旨を定款第７条において定めておりま

　　す。

２　単元未満株式の欄の普通株式には、当社所有の自己株式802株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)　　　　　
三洋貿易㈱

千代田区神田錦町２－11 1,299,000 ― 1,299,00010.16

計 ― 1,299,000 ― 1,299,00010.16

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　当社株式は非上場でありますので、該当事項はありません。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当連結会計年度が四半期報告書の作成初年度であるため、前年同四半期との対比は行ってお

りません。

　

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成23年

４月１日から平成23年６月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年10月１日から平成23年

６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビュー

を受けております。

　

EDINET提出書類

三洋貿易株式会社(E02548)

四半期報告書

 9/23



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,573,093 2,096,354

受取手形及び売掛金 11,451,956 10,482,275

商品及び製品 3,903,005 4,045,450

仕掛品 2,174 7,986

原材料及び貯蔵品 1,652 1,946

その他 495,157 493,389

貸倒引当金 △18,316 △26,151

流動資産合計 17,408,724 17,101,252

固定資産

有形固定資産 ※1
 2,219,208

※1
 2,315,278

無形固定資産

のれん 262,827 361,925

その他 94,736 132,581

無形固定資産合計 357,563 494,506

投資その他の資産

投資有価証券 1,620,701 1,518,524

その他 831,990 826,761

貸倒引当金 △31,493 △25,403

投資その他の資産合計 2,421,198 2,319,882

固定資産合計 4,997,970 5,129,667

資産合計 22,406,694 22,230,919

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,044,602 6,056,761

短期借入金 425,687 792,738

1年内返済予定の長期借入金 1,110,000 660,000

未払法人税等 431,899 423,300

引当金 18,916 47,801

その他 646,350 751,246

流動負債合計 8,677,456 8,731,848

固定負債

長期借入金 1,273,150 2,008,480

退職給付引当金 504,727 530,642

役員退職慰労引当金 230,931 217,190

その他 296,793 297,105

固定負債合計 2,305,602 3,053,419

負債合計 10,983,059 11,785,267
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 638,742 638,742

利益剰余金 11,076,945 10,147,061

自己株式 △492,478 △492,478

株主資本合計 11,223,209 10,293,325

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 131,427 81,346

為替換算調整勘定 △241,325 △210,759

評価・換算差額等合計 △109,897 △129,412

少数株主持分 310,323 281,739

純資産合計 11,423,635 10,445,651

負債純資産合計 22,406,694 22,230,919
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 36,186,092

売上原価 30,685,736

売上総利益 5,500,355

販売費及び一般管理費 ※1
 3,572,988

営業利益 1,927,367

営業外収益

受取利息 2,376

受取配当金 34,299

為替差益 86,169

その他 55,255

営業外収益合計 178,100

営業外費用

支払利息 42,211

その他 24,473

営業外費用合計 66,684

経常利益 2,038,783

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,667

特別利益合計 1,667

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 11,000

特別損失合計 11,000

税金等調整前四半期純利益 2,029,450

法人税等 ※2
 888,061

少数株主損益調整前四半期純利益 1,141,388

少数株主利益 50,853

四半期純利益 1,090,534
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 12,849,900

売上原価 10,876,238

売上総利益 1,973,661

販売費及び一般管理費 ※1
 1,248,619

営業利益 725,042

営業外収益

受取利息 1,046

受取配当金 17,799

為替差益 27,425

その他 15,381

営業外収益合計 61,652

営業外費用

支払利息 14,049

その他 7,917

営業外費用合計 21,966

経常利益 764,728

税金等調整前四半期純利益 764,728

法人税等 ※2
 317,277

少数株主損益調整前四半期純利益 447,451

少数株主利益 16,645

四半期純利益 430,805
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,029,450

減価償却費 169,909

のれん償却額 99,097

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,667

退職給付引当金の増減額（△は減少） △25,914

受取利息及び受取配当金 △36,675

支払利息 42,211

為替差損益（△は益） 5,645

売上債権の増減額（△は増加） △1,019,678

たな卸資産の増減額（△は増加） 130,748

仕入債務の増減額（△は減少） 31,670

その他 △164,387

小計 1,260,408

利息及び配当金の受取額 36,371

利息の支払額 △37,966

法人税等の支払額 △876,368

営業活動によるキャッシュ・フロー 382,445

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △15,355

定期預金の払戻による収入 15,345

有形固定資産の取得による支出 △18,284

無形固定資産の取得による支出 △2,236

投資有価証券の取得による支出 △19,071

その他 △5,066

投資活動によるキャッシュ・フロー △44,669

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △367,116

長期借入れによる収入 200,000

長期借入金の返済による支出 △480,000

配当金の支払額 △160,650

その他 △37,339

財務活動によるキャッシュ・フロー △845,106

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,940

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △523,271

現金及び現金同等物の期首残高 2,079,209

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,555,938
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更   資産除去債務に関する会計基準の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基

　準」(企業会計基準第18号　平成20年３月31日)及び「資産除去債務

　に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平

　成20年３月31日)を適用しております。

　　なお、この変更に伴う影響は軽微であります。

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日)

１  棚卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を

省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法に

より算定する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなも

のについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっ

ております。

２  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。

３  繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降

に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め

られるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年９月30日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 907,614千円

　２　保証債務

　　　下記の銀行借入金等に対し、保証を行っており

　　ます。

　 従業員 3,082千円

　 三洋東知（上海）橡?有限公司 65,637千円

　 合計 68,719千円

　３　輸出手形割引高　　　　　　　　　31,874千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 795,633千円

　２　保証債務

　　　下記の銀行借入金等に対し、保証を行っており

　　ます。

　 従業員 4,317千円

　 三洋東知（上海）橡?有限公司 51,332千円

　 合計 55,649千円

　３　　　　　―――――――――

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　 報酬及び給与 1,346,384千円

　 退職給付費用 52,265千円

　 役員退職慰労引当金繰入額 16,890千円

　 賞与引当金繰入額 20,959千円

※２　法人税等の表示方法

　　　「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等

　　　調整額」を「法人税等」として一括掲記してお　

　　　ります。

　

第３四半期連結会計期間

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　 報酬及び給与 460,719千円

　 退職給付費用 16,099千円

　

役員退職慰労引当金繰入額

賞与引当金繰入額

5,630

15,307

千円

千円

　 貸倒引当金繰入額 9,973千円

※２　法人税等の表示方法

　　　「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等

　　　調整額」を「法人税等」として一括掲記してお　

　　　ります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日)

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成23年６月30日現在)

現金及び預金 1,573,093千円

預入期間が３か月超の定期預金 △17,155千円

現金及び現金同等物 1,555,938千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日 

至  平成23年６月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 12,774,854

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,299,802

　

３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月22日
定時株主総会

普通株式 160,650 14.00平成22年９月30日 平成22年12月24日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

　【セグメント情報】

１　報告セグメントの概要

　　　当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

　　り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ

　　ているものであります。

　　　当社グループは、当社に商品別の事業部を置き、各事業部は取り扱う商品について国内及び海外

　　の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しており、日本国内においては当社及び国内子会社、海

　　外においてはアジア、米国等の各地域を海外現地法人が主に担当しております。

　　　従って、当社は事業部を基礎とした商品別のセグメントから構成されておりますが、海外現地法

　　人及び国内子会社におきましては、それぞれ独立した経営単位である子会社別に取締役会が経営資

　　源の配分の決定及び業績を評価するため、「ゴム・化学品」「機械資材」「海外現地法人」及び

　　「国内子会社」の４つを報告セグメントとしております。

　　　「ゴム・化学品」は合成ゴム及び各種化学品等を販売しております。「機械資材」は自動車内装

　　部品、飼料用造粒機及び関連機器、科学機器類等を販売しております。「海外現地法人」は合成ゴ

　　ム、各種化学品、自動車内装部品等を販売しております。「国内子会社」は各種化学品、掘削機

　　器・機材、IC・半導体電子部品等を販売しております。
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２　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結 
損益計算書
計上額
（注）３

ゴム・
化学品

機械
資材

海外
現地法人

国内
子会社

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　
　

　外部顧客への

　売上高
18,765,9815,308,4706,176,6055,753,00936,004,066182,02536,186,092 ― 36,186,092

　セグメント間

　の内部売上高

　又は振替高

1,280,468162,336837,55161,2972,341,6547,0202,348,674△2,348,674 ―

計 20,046,4495,470,8077,014,1575,814,30638,345,721189,04538,534,766△2,348,67436,186,092

セグメント
利益

952,562553,735282,559349,9862,138,843116,1732,255,016△327,6491,927,367

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等

          を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の調整額△327,649千円には、のれん償却額△99,097千円、各報告セグメン

　　　　　トに配分していない販売費及び一般管理費△238,127千円が含まれております。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

ゴム・
化学品

機械
資材

海外
現地法人

国内
子会社

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への

　売上高
6,440,7681,551,2392,262,5762,529,44012,784,02465,87612,849,900 ― 12,849,900

　セグメント間

　の内部売上高

　又は振替高

426,71335,468364,18924,692851,0642,340853,404△853,404 ―

計 6,867,4811,586,7082,626,7652,554,13213,635,08868,21613,703,304△853,40412,849,900

セグメント
利益

371,685124,61485,159202,183783,64244,668828,311△103,268725,042

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等

          を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の調整額△103,268千円には、のれん償却額△33,032千円、各報告セグメン

　　　　　トに配分していない販売費及び一般管理費△75,951千円が含まれております。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　(追加情報)

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適

用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年９月30日)

１株当たり純資産額 968.47円
　

１株当たり純資産額 885.74円
　

　
２．１株当たり四半期純利益金額等
　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日
　至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 95.03円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、
潜在株式がないため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益金額 37.54円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、
潜在株式がないため記載しておりません。
　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日
　至  平成23年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 1,090,534 430,805

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,090,534 430,805

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,475 11,475

　
　
　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月12日

三洋貿易株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

　指定有限責任社員
　業務執行社員

　 公認会計士　 長　田　清　忠　㊞

　

 指定有限責任社員
 業務執行社員

　 公認会計士　 大　津　素　男　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三洋

貿易株式会社の平成22年10月１日から平成23年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年10月１日から平成23年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三洋貿易株式会社及び連結子会社の平成23年

６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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